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アメリ力オニアザミは花期に根生葉

がない
(高橋秀男)

アメリカオニアザミCirsiumνulgale(Savi) Tenor巴

は唯一，県内に見られるアザミ属の帰化植物で

ある.木場英久さんが，生命の星 ・地球博物

館の催し物に参加した人に， 早川の河川|敷にあ

るアザミの名を聞かれた そのアザミは線生葉が

なく，頭花が上を向き，葉身が茎に沿って下り，

それに鋭い刺のある巨大なアザミで、あった.早速，

木場さんはアメリカオニアザミではなし、かと見当を

つけて， ~神奈川県植物誌 200U に当ったところ，

アメリカオニアザミによく類似しているが，根生業

がないところが違っていた.また，この種は小田

原には分布の記録がなかつたので

た (KPM-NAOlロ26臼38肝7渡辺建右刻雄1佐主ほか2却O∞O悩6.8.1凶8). . 

私も気になつたのでで、， 博物館へ標本の閲覧に

伺った折に， 木場さんに案内して頂き生育地を

見に行った.それは紛れもなく，アメリカオニア

訂正したアザミ属の検索表

ザミで、あった.

そこで私も原記載やそのほかの図鑑類， 日本

で記録されている帰化植物を調べてみた 門田

裕ーさんが執筆した『長野県植物誌JI(1997) 

では恨生薬は花期にも生存すると記しているが，

『日本の帰化植物JI(2003)では根生薬はふつう

花時には生存しなし、と修正している.清水 ・森

田・贋田編著『日本帰化植物写真図鑑JI(2001) 

にはアメリカオニアザミの写真が掲載され， 小型

の根生葉が見える。上野達也さんによる『千葉

県の自然誌JI(2003)では「花期に根生葉がある」

と記しているが， 但し書きがありアメリカオニ

アザミ， ノアザミ，ハマアザミは枯れていてない

ことがある」としている.そのほか，し、くつか国

内外の植物誌を見たが，花期の線生葉の傑子

についてふれたものはなかった.多くの記載で

は越年草で， 冬は大きなロゼットで、過し， 翌年

開花して枯死するとあった. 筆者も知る限りの各

地の生育i也を調べる一方，横浜植物会の問中

A.茎に著しい刺のある翼がでる ・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ (1)アメリカオニアザミ

茎に翼はでない

B.花期に根生葉がある

c.総置は幅6.5~8.5cm で大型，総直片は中部付近で1隠5~9mm，縁辺に刺が列生する ・・ (2)フジアザミ

C 総芭は幅 3.5cm以下で小型 総在片は中部付近で11煽1~ 4mm. 全縁である

D 頭花は花茎の先に 1~ 2個っき， 花時には点頭する. 湿原に生える・・・・・・・ (3)キセノレアザミ

D.頭花は多数っき，花時には直立する

巳葉は厚く革質， 表面は光沢がある. 著しく硬い刺がある.海岸に生える ・・・・・ (4) ノ¥マアザミ

E築は上記のようでない

lコ頭花は粘着する 聞の11庄に多い. 春に咲く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (5)ノアザミ

F.頭花は粘着しない 草地， 林縁に生える 秋にl咲く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (6)ノハラアザミ

13.ふつうは花期に根生業は枯れていてない(しばしばモリアザミは花時に生存することがある)

C.頭花は上向きに咲き， 総也片は開出する 葉は有柄・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ (7)モリアザミ

C 頭花は横向きまたは下向きに|咲き， 総直片は反曲または短く直立する. 葉は無柄

D 総査は卵形または鐘形

E.越年草.花冠は毛管状で狭筒部は広筒部より， 1.5 ~ 2倍長い ・・・・・・・・・・・・ (8)タカアザミ

E. 多年草.花冠はややI隔が広く，狭筒部は広筒部と同長または短い

F.頭花は短柄またはやや長し、柄がある一般に葉の刺は細く短く，長さはlcm以下 ・・ (9a)タイアザミ

F.頭花は無柄または短柄がある 葉の刺は太く長く，長さは 1 ~ 1. 5(~2)cm

G. 丹沢，箱恨の風衝草原に生える.頭花はやや穂状に密集してつく ・・・ (9b)ハコネアザミ

G 海岸の草地に生える. 頭花は著しく多数が密集する・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (9c)イガアザミ

D 総直は筒形

E. 頭花は短い柄がある.総砲片は伸長して反曲する ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (10)ホソエノアザミ

巳 頭花は柄がない 総砲片は短く反曲しない ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (11)アズマヤマアザミ
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京子さんにも依頼して花期の生態を調べてもらっ

たしかし，花期の個体は全て根生葉が枯れ

て見られなかった. したがって，アメリカオニア

ザミは根生葉の有無は検索表のキーには使えな

いことが明らかになった. そこで， 訂正をしなけ

ればならなくなったので，取り敢えず本誌で新し

い検索表を作成しておくことにした.

山北町で新たに発見したシダ植物
-2006年の成果-

(田村 淳 ・長津展子 ・山本幸子)
著者の一人田村はフロラカナガワ 60号で山

北町内の暖地性シダについて報告した(田村

2005b). 2006年から長津と山本も加わり， 数箇

所でシダ植物相を調査したところ， 山北町内で

は新産のシダや，丹沢山地では産地の少ないシ

ダを合わせて5種 l雑種発見したので報告する

なお，種の順番は県内で産地の少ないJI債である

タキミシダ Antrophyumobovatum Baker 

県内の記録は， 湯河原町奥湯河原と葉山町

森戸川， 小田原市入生田である.このうち現存

するのは入生田の l株である.今回発見したの

は山北町内のある場所であり，沢沿いの岩壁に

l株が着生していた.これについては田村 ・山

本 (2006)で報告した.

ホソイノデ Polystichumbraunii (Spenn.) Fee 

県内では静岡県在住の細倉哲穂氏により南足

柄市矢倉沢で発見された(田中 1992)のが最初

であるー2004年になって世附国有林内を、流れる

フジモク沢の渓畔林下でホソイノデが2株発見

された(田村 2005a). 2006年 5月には中川

川支流の西沢でホソイノデを l株発見した. こ

の株は登山道上に生育しており，いつ踏まれて

も， あるいはいつシカに採食されてもおかしくな

い状態であるが， まだソーラスをつけていなかっ

たことから採集を控え，写真撮影したにとどめた

2006年 12月時点でも株は現存していた

アマギイノデ Polystichumx mashikoi Sa.Kurata 

イノデとイノデモドキの雑種. 県内では古くか

ら湯河原の産地が知られており， その他南足柄

市(田中 1997)，城 山町(小崎 1998KPM-

NAOll0793 )などの産地がある.今回， 山北

町市聞の沢沿いのスギ人工林下で 1株を発見し

た イノデとイノデモドキの中間的な艶をしてい

たことから， 見た瞬間にアマギイノテ三思った

葉柄と葉軸の鱗片もまさに両親の中間形で， 胞

子はイレギュラーであることからこの雑種であると

確信した 阿武利氏に同定していただいたとこ

ろ， アマギイノデ、で、ょいとのことだ、ったーこれま

でに両親の混生地を多く見てきたが， アマギイノ

デを発見したのはこれが始めてである. できにく

し、雑種と思われる.

キジノオシダ PlagiogyriajaponicaNakai 

県内では湯河原から箱根外輪山にかけてと三

浦半島，横浜市北西部に分布地点がある程度

である(青木 2001) 丹沢山地では松田町虫

沢で採集されたと報告されている(勝山ほか

・1997)が，標本を確認していない 発見したの

は山北町川西金山のスギ人工林下で l株のみ

生育していた.この人工林とその周辺ではオオ

カナワラビ、， ナンゴクナライシダ， サイゴ、クベニ

シダ，オオパノハチジョウシダ， アマクサシダ，

クリハランなと守の暖地性、ン夕、やオニイノデが生育

していることから， 自生地一帯は山北町内随一

の暖地性シダの生育地であろう.
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サイゴクベニシダ

Dfアopterischampionii (B巴nth.)C.Chr. ex Ching 

県内での分布は平野部から山麓部にかけて点

在している程度である(田中 2001) 丹沢山

地でも秦野市菩提(佐々木シゲ子 2001KPM 

NA0123241) ，愛川町上三増(回中一雄 1986

KPM-NA055361)など数箇所で発見されている

のみである. 発見したのは， キジノオシ夕、も生

育していた川西金山のスギ人工林下である. 斜

面の上部に l株のみ生育していた.

ヘラシダ Deparialancea (Thunb.) R.Sano 

県内では主に箱綬山地， 大磯丘陵，三浦半

島とし、った相模湾沿岸部に分布している.丹沢

山地では非常に少なく， 1979年以前の文献記

録として YA-6とYA-8の2つのメッ、ンュがあげら

れている(勝山ほか 1997). 最近では城川四

郎氏により松田町で、採集された程度だった(城

川 1999KPM-NA0115890) 発見したのは山北

町市聞の沢沿いの岩壁と斜面の遷急点で， た



て lmxよこ 2mの範囲に生育していたー

以上のシダの他に， 山北11庁内には， キノクニ

ベニシダ，ハコネイノデ， オオタニイノデ，ナン

ゴクナライシダ， オオカナワラビ， タニイヌワラビ

なども生育している(田村 2005b) また， イヌ

チャセンシダが峰(増子忠治 ・岩田実 ・中山博子

1997 KPM-NAOI09420)や世附大文沢(中山博

子 2006KPM-未登録)で発見されている. マム

シヤブソテツも神縄に自生地がある.これらのこと

から， 山北町は暖地性、ング、の宝庫と判断で、きる E

なお標本は，採集しなかったホソイノテーを除い

て神奈川県立生命の星 ・地球博物館に収めた

最後に， アマギイノデの標本を同定していただ

いた岡武利氏にお礼申し上げる
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神奈川県絶滅危慎 IA類のミヤマ

アオダモの分布
(田村?享)

神奈川県絶滅危倶 IA類のミヤマアオグ、モ

Fraxinus aperlisqL仰 niferaH.Haraを新たに数箇

所で確認したことから， 分布地点と個体数は意

外に多し、と考えるに至ったので、報告する.

ミヤマアオダモは本ナ|、|中部と四国に分布するモ

クセイ科の樹木であり， 深山に生えアラゲアオ

ダモよりもさらに標高の高い所に出現する種であ

る(長谷川 2001). 特徴は種小名の意味のと

おり芽鱗が開出することである 近隣地域では，

山梨県道志村前ノ岳~街l正体山 (2005.7.11田

村 淳，標高 1500m)， 山梨県都留市御正体山

(2006.6.26田村淳，標高 1680m)， 山梨県南

都留郡河口湖町三ツ峠山 (20058.7田村淳，

標高 1400111)，静岡県天城山，金時山，富士山，

愛鷹山，毛無山など(以上 ， W静岡県植物誌~)，

静岡県と山梨県の県境の青笹山 (2006.10.22岡

村淳，標高 1540111)に分布している

県内におけるミヤマアオタ守モの記録は， w丹
沢山塊の植物制笠報告~ (林ほか 1961)によれ

ば塔ケ岳一丹沢山一蛭ケ岳，丹沢山 本間ノ

頭，大室山がある.w神奈川県植物誌 200U(長

谷川 2001)では蛭ケ岳と丹沢山の産地があげら

れ， w神奈川 RDB2006~ (勝山ほか 2006)では

丹沢山山頂付近， 不動ノ峰， 蛭ケ岳があげら

れているが，どちらも林ほか (1961)が報告した

大室山の産地については言及していない. しか

しながら， 大室山の標本が存在することが逢沢

(2003)によって確認されている.

これまで知られていた県内におけるミヤマアオ

ダモの分布地点からすると， ミヤマアオダモは丹

沢山地の襟高 1400111以上のところに生育してい

ることを予想できた そのうち， 最近分布が確

認されていない大室山と全く記録されていない恰

桐丸におけるミヤマアオ夕、モの分布のことが気に

なっていた これらの山に行った際にミヤマアオ

ダモの存在に注意していたところ， 大室山の山

頂付近に 10個体程度を見つけることができた.

檎桐丸で、も登山道沿いを調べてみたが，あった

のはすべてアラゲ、アオダモで、あった.これらの他

に， 清川村堂平 (1280m)， 清川村天王寺尾



根 (J330m)でもミヤマアオダモを確認した い

ずれの場所も l個体とし、うことはなく，そばに数

値体が生育していた

ミヤマアオグ、モの個体数が最も多いのは丹沢

山山頂付近であろう.個体数を計測したわけで

はないが， 30個体はあると思われる場所によっ

てはアラゲアオダモと混生していることから， こ

れまで見逃されてきた個体が多いと思う.以上

から， ミヤマアオダモは県内で 50個体を超える

くらいはあると思われ，今後の詳細な調査によっ

て県内での RDカテゴリーは変更されるかもしれ

ない.

ミヤマアオダモは丹沢山 地の標高 1300~ 

1400m以上のところで、今後も見つかる可能性が

ある なお， 県内では丹沢山地でのみ分布が

知られているが，上記のように『静岡県植物誌』

によると箱根山地の金時山の静岡県側にも記録

がある そのため，箱根山地でも金時山や神

山の神奈川県側で見つかる可能性がある.

丹沢山地におけるミヤマアオダモの生育地で、

は，オゾ、ンを主とする大気汚染によってブ、ナや

他の樹木の立ち枯れが発生している しかし，

ミヤマアオダモへの大気汚染の影響は不明で、あ

る. 丹沢山山頂付近ではシカによるミヤマアオ

ダモの樹皮剥ぎ跡を多く見かけることから，シカ

の樹皮食いが個体数を減少させる要因のーっと

判断できるーミヤマアオダ、モの保護のためにはウ

ラジロモミと同様に樹皮食い防護ネットを設置す

ることが必要である

なお，ここであげた標本はすべて神奈川県立

生命の星 ・地球博物館に収めた.

最後に， 一緒にミヤマアオダモを探してくれた

中西のりこさん， 長津展子さん， 村上美奈子さ

んにお礼申し上げる.
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スズメノチャヒキ属数種の疑問点
(松本雅人)

スス、メノチャヒキBromusjaponicus Thunb.には，

2型がある 架鞘に長毛がある型と，短毛があ

る型である.短毛型はムクゲチャヒキに毛の生え

方がよく似ている.最近，富山県産のスズメノチャ

ヒキを調べて， 同じことに気づいた.種の範囲

内での違いか，それとも外国型か， 興味がつき

ない

ムクゲチャヒキβ commutatusSchrad.は，業鞘，

花序の軸が多毛である型と， 葉鞘の毛がまだら

で，花序の軸の毛がほとんど肉眼で見えない型

の2型があるー多毛型から少毛型に変化してい

くのか， 今のところわからない.

ヒゲナガスズメノチャヒキ B.diandrus Rothの蔚

の長さは， 0.5 ~ 5mmと， 非常に幅がある.

同一株間， 同一小穂聞で、も， かなりの長さの

違いがある. 本種は B.sterilis L.とB.rigidus 

Rothの雑種由来とされる(勝山 2003)が，それ

にしても， 両親の荊が 1~ 2mm と小さいので，

5mm にもなることが納得できない.

スズ、メノチャヒキ， ムクゲ‘チャヒキ， カラスノチャ

ヒキの 3種が混生している場合， 交雑している

可能性がある.今のところ， 何がスズメノチャヒ

キで，何がムクゲ、チャヒキか自信が持てず， 交

雑であることも説明できない. 幸いにも，神奈

川県はよい観察地に恵まれているので， みなさ

ん， 是非， 注意深く観察してください.
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米軍 3施設周辺で最近よくみられる

帰化植物
(松本雅人)

厚木基地，相模補給廠，座間キャンプで、共

通してよく見られるものに， へラオオバコ， ブタ

ナ， カロリナアオイゴ‘ケ， カキネガラシ， オオミ

ミナグサがある これらは芝生との関係で持ち込

まれたものであろう.

l厚木基地周辺

アイナエやノVレリンドウなど¥ 非常に珍しい在

来植物が残ってしも一方， 多くの帰化横物が見

られる. ニワゼ‘キ、ンョウ類のノレリニワゼ、キショウが

一面に繁殖している.一番，圧巻なのは，セ

イヨウウツボグサである. ある時期になると芝地

一面が紫色の紙訟になり 2 ~ 3 日で、あっとし、う

まに刈り取られる.セイヨウオオバコ，ヌカススキ，

ノ、ナヌカススキ， オオミミナグサが最近増えてい

る.アレチハナガサ，クサビガヤは確実に広が

りつつある.ボウムギは他のドクムギ類と交配し

ながら変化しつつある コメツブヤエムグ、ラはあ

まり増えない 、ンロノジ、ンャは非常に拡散が速く，

あっというまに多くなった. 数年間は拡大 ・拡散

せず， 南西の端のみで、あったが，ある時期に

急に広がりだした.逆にミナトクマツヅ唱ラは一時

的に増えたが， あっとし、うまに少なくなった.あ

まり殖えないが， 根強く生き残っているのが， ミ

ヤコグ、サの一種で、ある. 芝地にはりついていて，

繁殖期が刈り取りと重なり， うまく増えないが，

何とか栄養繁殖している なかなかよい標本が

とれないネビキミヤコグ‘サのように茎が中空で、ある

が， 地中に根を伸ばさず， セイヨウミヤコグサの

ように多毛で，ミヤコグサに近い種である

2.相模補給廠

カワラニガナが一面にぎっしり生えている. 乾

燥気味な草地が適しているのか特異に増えてい

る 帰化植物ではキキョウソウ， ヒナキキョウソウ

が一番多く見られる場所である.一部返還場所

にオヒゲ、シパ， サヤヒゲシパが多く見られたが，

ここはコンクリートで被われてしまい， そこから土

を移動したところに繁殖しつつある.フユヌカボP

ムクゲチャヒキ， カラスノチャヒキ， ノリレガヤ，

ホソセイヨウヌカボ， ムシトリマンテマ，イヌナギ

ナタガヤ(ワ)は種子が風に飛ばされやすく，

風の方向に影響を受けて，年によりかなり広がり

方が違っている.施設内に繁殖していても， な

かなか外に出てこなしものが多い. その意味で、

強風に飛ばされる時期に種子が熟していて， か

っ飛ばされやすい種類のものが帰化するので，

そのときの季節と風の方向によって生える帰化植

物が違っている キレハイヌガラシは水分を要求

するため， 水分の多いアスフアノレトの隙間で、繁

殖しているハナヤエムグラ(アカハナムク守ラ)が，

ここ 2~3 年，急に増えだした フェンスと芝生

の張替えが原因と思われる.
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3座間キャンプ

ブタナが多い地域である.オオミミナグサとそ

れに近してミナグサ 2種が確実に周辺地域に拡

散しつつある.特異なのは，コテングクワガタで，

オオミミナグサとコテング.クワガタが施設内の芝生

一面に生えているが， コテングクワガタはめった

に外に出てこない.オオミミナグサはよく周辺に

出てくる.

セイコノヨシ・続報
(奥津均)

セイコノヨシについては筆者がフロラ ・カナガワ

0.47 (J998-Dec.)に，鎌倉市内の深沢側に流

れる大塚川，笛田)11，新川|流域についてレポー

トしてある.今回は大船フラワーセンターから下

流で藤沢市との境を流れる柏尾川|に群生してい

たので報告する

セイコノヨシはヨシ(アシ)と同じように水湿地

や河川近くの混地に群落を作り生育する植物で

あるが， 鎌倉で現在見られる場所は乾燥地であ

る このことは県植誌 2001でも「元来，水湿

地や河川近くの湿地であった可能性が高く， 環

境が改変された後も残ったものと思われる」とあ

り納得できた 神奈川県レッド、データ生物調査

報告書 2006には絶滅危倶 IB類にされている.

今回， 群落をなしていた場所は古館橋(コタ

テパシ)から下流の右岸に多くあり，護岸は高

さ 4 ~ 5mの石作りで作られ，その下部の石が

流されないように11癌1~ 2m で、二重の護岸になっ

ていて， その場所は長年の土砂が溜まり，その

厚さは 50cm以上にもなり，今は完全に乾燥地

と変わっている. そこに群生しており，2 ~ 3年



セイタカアワダ、チソウと混生するセイコノヨシ

前あたりはヨシと半々位で混生していたが， ヨシ

は丈が低いためと生育地が乾燥化したので，い

までは少なくなってきた.その代わりセイタカアワ

ダチソウが勢いをつけてきている(写真)

余談ではあるが，セイコノヨ、ンは中国杭州の西

湖にちなんだとあり， 筆者は一昨年に西湖へ見

にいったが， 昔の絵葉書にあるように泥混じりの

土手に生えていると思ったが， 現在は石で作ら

れた護岸が水面より 40cm程の高さで構成され，

見ることがで、きなかったのは残念で、あった.

神奈川県でもムラサキナギナ夕方、ヤ

が採集された
(木場英久)

数年前に馬場しのぶ氏は海老名市国分北でム

ラサキナギナタガヤ陥炉iaoctoflora (Walt.) Rydb 

を採集されていて(馬場 2006)，2006年 6月

6日に閉じ場所で採集した標本を県博に入れら

れている CKPM-NAOI26350).松本雅人氏も，

同年 5月 29日， 相模原市宮下本町で本種を採

集された (KPM-NA0126330)

本種は北米原産で，日本では初め兵庫県で採

集され(大井 1937)，その後， 西日本を中心に

関東以西の各地で採集されている古参の帰化植

物である近県では千葉・静岡に記録があるが(木

村 2003，杉本 1984)，なぜか『神奈川県植物誌

-793-

200U には載っていなかった.

県博にある本属の県内産標本を見直したが，

本種は含まれていなかったので， 見落とされて

いたのではなく， 近年になって 2ヶ所に帰化した

ものと思われる.次ページに『神奈川県植物誌

2001J]の検索表に本種を追加したものを示す

松本氏のもって来られた標本をじっくり見よう

と， ポケットからノレーペを取り出して， のぞき込

んだりしていると， 彼に 「なーに悠長なことし

てんの !こんなの見た瞬間にわからなきゃだめ

ヨ!Jと急かされることがしばしばある イネ科

担当としては小さくなるばかりで‘ある.彼によると，

ナギナタガヤとオオナギナタガヤは， 小穂が花

序の校に沿っていて，花序が全体としてほっそ

りしているのに対して， イヌナギナタガヤとムラサ

A:ムラサキナギナタガヤ (KPM-NAO126330)の全体，

B 同花序，C:ナギナタガヤ(KPM-NA106250l)の花序

BとCのスケールは 5mm



ナギナタガヤ属検索表

A 第 l直穎は長さが第 2誼穎の 1/2以下.花序は葉鞘から抜けきらなし、ことが多い

B. 護穎のへりは微ノj、な突起があるだ、け・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (la) ナギナタガヤ

B 護穎のへりに長い毛がある ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(lb) オオナギナタガヤ

A 第 1;芭頴は長さが第 2直穎の 1/2~ 3/4. 花序はふつう葉鞘から抜け出る

B. 小花の数は 4 ~ 8， 護穎のさは第 l小花で、は護穎より長い ・・・・・・・・・・・・・・・ (2)イヌナギナタガヤ

B 小花の数は 5~ 13， 護穎の在は第 l小花では護穎と同長か短い ・・・・ (3)ムラサキナギナタガヤ

キナギナタガヤは小穂がやや聞出してつく傾向

があり， さらにムラサキナギナタガヤは， 他の種

と違いせが短いので見た瞬間に」わからな

ければならないのだそうであるー今回， 多数の

ナギナタガヤの標本を見直してみたが， 確かに

彼のし、うとおりで、あった

たくさんの標本でナギナタガヤの第 1;芭穎を観

察して気づいたことだが，花序の先端や花序の

枝の先端の小穂、で、は第 1;芭穎が長くなる傾向があ

る.先の検索表で同定を行なう場合には， 花序

の枝先の小穂は無視して， やや見づらし、が内側

にある小穂、の第 l直穎を見るようにするとよい
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ヌメリグサのような花序
(木場英久)

右上の図 lの花序はヌメリクーサかハイヌメリに見

えないだろうか 2006年 12月 6日， 県博で菌

類を担当している出川学芸員がイネ科につくサビ

菌類を採集するのにつきあって， 博物館の近く

の早川の河原を歩いていた. ススキ， オギ， オ

オクサキビ¥ ヌカキビ， シマスズメノヒエ，カゼク

サ， ネズミノオなど， 多くのイネ科植物は花期を

過ぎ¥ 笑を落とし，枯れかけていたが，植物体

が枯れるこの時期がサビ菌採集の適期だそうだ

彼は菌にやられているイネ科を見つけるたびに

いつものことではあるが， 狂喜しながら，この植

下
主
主

2 

剛毛のない花序をつけていたアキノエノコログサ

図2のアローヘッド司は11夜生する花序
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物は何かと聞いてくる その中に興味深しものを

見つけたので、紹介したい

じつは， この花序は枯れかけたアキノエノコロ

グサ Setariafaberi R.A. W.Herrm.の葉!I献も出た

若い花序なのである(図 2) アキノエノコロクマサ

なのに，服生の花序では長い剛毛をつけていな

かった.生えていた場所が乾燥した土手の上だっ

たのと， 頂生する花序には通常の剛毛があった

のでアキノエノコロとわかったが，こんなありふれ

た種の同定に首をひねってしまった. 採集適期

以外に歩いてみるのもよしものだと思った.

標本 小田原市入生田 2006.12.6木場英久 ・

出川洋介 KPM-NAOJ26253.

ハマラッキョウが三浦半島黒崎にも

分布
(高橋秀男 ・堀)11美哉)

ヤマラッキョウは海岸から山地の草原に生えるユ

リ科の多年草である.今まで山地に生えるものも

海岸に生えるものも，ヤマラッキョウとして何の不

自然も感じていなかった種で、ある.ところが 2005

年に国立科学博物館の近国文弘氏が3 伊豆須

崎の維管束植物相の調査をした際，海岸に生

える種について新種ノ、マラッキョウ Alliumlitorale 

Kontaとして記載された (Kontaet a1 2005) . 著者

らは本年 11月，横浜植物会で伊豆須11崎の植物

観察会を実施した. このときにハマラッキョウに興

味があったので，丹念にありそうな環境を注意深

く探してみたが発見で、きなかった その記載文を

読むと，葉は扇平で， 11彊が広いところに大きえ

特徴がある 採集した場所は「須崎の灯台前手

前の丘陵(標高 15m)で， 2004年 11月 19日

に採集したJとあったー三浦半島にも海岸に生

えるものがあることを思い出し，いつか機会があっ

たら調査しようと考えていた.

11月下旬lこ3 横須賀市在住の高田静子さん

から，三浦半島の黒崎にもハマラッキョウがあると

筆者の一人堀川美哉に連絡があった.高田さん

によると，葉の形態や花序の様子などを観察した

ところ， 横浜植物会の観察会で配布したハマラッ

キョウの図と一致したとし、う 早速， 高橋 ・堀川|

の2人で確認に行き，ハマラッキョウの証拠標本

を採集してきた.

仙石原産のヤマラッキョウで、は，葉は細く， 横

断面は鈍三稜形である このことは『神奈川県

植物誌200U で解説文は「葉は扇平」と記し，

図には三角形状を呈した断面図が書き添えてあっ

た この矛盾した記述は生きた個体を観察しな

かったために起こった誤りであリ， ユリ科を担当し

た筆者の一人高橋の観察が不備で、あったためで

ある その理由はヤマラッキョウが乾燥標本にな

ると圧されて立体感がなくなり， ほとんど扇平にな

るためと考えられる.生きた個体で両分類群を比

較するとその差異は明瞭であるーハマラッキョウ

は，花茎は太さ約 2mm，葉の断面は扇平で主脈

が顕著， 幅 3~ 5mm，頭花は径4cmほどあるー

外花被片は長さ 6mm，III~ 3mm，淡紅紫色である.

種子は長さ約3.5mm ヤマラッキョウの葉は断面が

鈍三稜形で， Ip~ 1 ~ 4nUTI，頭花は径 3~ 4cm， 

外花被片は長さ 5mm，111高3m111 ，赤紫色である.

種子は長さ約 3mm. ハマラッキョウはヤマラッキョ

ウの海岸型と考えられているが， この両分類群は

連続している可能性もあり，さらに調査が必要で

ノ、マラッキョウ
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ある. 三浦半島や真鶴岬にも須崎の海岸に似た

ような風衝草原があり，11神奈川県植物誌 200U

を見ると， してつか分布点が打たれているので，

これらの生育地の調査も今後の課題である.

最後に生育地の情報を提供して下さった横浜

植物会の高田静子さんに厚くお礼申し上げる

また， 標本の閲覧・撮影に便宜をはかつて下さっ

た国立科学博物館 ・植物研究部の秋山忍先生

に謝意を表したい.

文献

Fumihiro Konta， Sadamu Matsumoto & Teruo 

Katsuyama， 2005. New and Int巴restingTaxa 

of Vascular Plants企omSuzaki， Shimoda City， 

Central Japan. Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo， 31・

19-33. 

今回文弘・松本定・勝山輝男・小西達夫・笹本岩男・

里子口英昭， 2006伊豆須崎の維管束横物相 ・

植生国立科学博物館専報， (42): 113-111. 

ラン科サカネラン属の未知の種タン
ザワサカネラン (仮称)

(勝山輝男 ・稲垣精秩)
2002年， 筆者の一人稲垣が丹沢三ッ|峰山稜

でサカネラン Neottianidus-aνis (L.) L.C.Rich. var. 

manshurica Kom. fこ似た腐生ランを見つけ， 写真

に撮った(表紙写真参照)• 外形はサカネランに

似ているが， 全体に小型で、白色， 花弁がほとん

では 5月中に花茎を伸ばして開花するが，この

植物は 6月末から 7月はじめに花茎を地上に出

す. 毎年， 観察しながら図鑑を調べてみたが，

該当するものが見当たらない. そこで， タンザワ

サカネランと仮称して写真を整理した.

サカネラン属 NeottiaGue仕と思われるが，写真

だけではそれ以上調べようがないので，2006年

に固定公圏内の採集許可をとり 7月 l日に三ッ

11峰山稜の生育地に行ってみた.例年発生する

モミ林内で数本のタンザワサカネランを見出した

時期が少し遅かったのか，天候のせいか，花は

残っているが，所々傷んで褐色に変色し始めて

いた.高さ 10cmで 15花ほど、をつけた個体を l

本掘り取り， 液漫J標本を作製した.

根は長さ 1~ 2cm，幅約 1.5mm，多数が放射状

に生え，サカネランと大きな違いはない 茎は基

部で径 6 ~7mm ， 花序の基部で径 3 ~ 4mm，花

序の基部までの長さは約 10cm， 白色または多少

淡褐色を帯び 3個の鱗片業があり， 4個目か

上 タンザワサカネランの花がくと花弁を無理やり開いたところ

中心の白く見えるのが花粉塊右全草
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ら萄莱に移行する.花序は長さ 8~ 9cm，直葉

は披針形で下方の 2個は鱗片葉と同形同大で長

さ2.5cm，3個目より急に小さくなり長さ約 7mmと

なり， 上方に向うにつれて次第に小さくなる. 花

柄は長さ 3~ 5mm. 子房は下部のものは長さ約

lcm，幅約 5mm，上部のものは長さ約 4mm，幅約

2mm，全体に細かい腺毛が密生する.花弁が聞

いていないので，どの時点が開花時かよくわから

ないが，下方のものはすでに受精して子房が大き

くなりはじめた状態である.がく片と似1)花弁は倒卵

形で長さ 2 ~ 3mm程度，唇弁は長さ 3 ~4mm で，

先は 2中裂する.薬柱は短い円柱状で先は 2片

に分かれ， 上側(唇弁の反対似1))のものはやや

後方に反り返り，花粉塊は2個.

生命の星 ・地球博物館のサカネランおよびヒメ

ノヤガラと同定されていた標本を調べたところ， サ

カネランの標本から世附織戸峠のものが，ヒメノ

ヤガラの標本から尊仏の土平~塔ノ岳のタンザワ

サカネランの標本が出てきた いずれも標高 800

~ 1000mあたりで採集されたものである.同じ丹

沢山塊ではあるが， 離れた 3産地で採集されて

いることから，丹沢では広範囲に分布していると

思われる国立科学博物館，首都大学東京牧

野標本館の標本を調べたが，タンザワサカネラン

と思われる標本はなかった 今のところ，丹沢以

外の標本はない.

日本産のサカネラン属にはサカネラン， エゾ

サカネラン N nidus-aνis (L.) L.C.Rich. var. nidus-

GνIS， ヒメムヨウランNasiatica Ohwi， カイサカネラ

ンNjaponicaFwuse，ツクシサカネランNkiusiana 

T.Hashim. & Hatusがある 全体に小型な点，子

房に細かい腺毛が密生する点で，タンザワサカネ

ランはツク、ンサカネランにもっとも近し、と恩われる，

ツクシサカネランは鹿児島県薩摩郡鶴田町(標

高 100m)で採集された標本に基づいて記載さ

れた (Hashimoto& Halusima 1991)もので，基準

標本のほかは，愛知県で採集された(愛知県自

然史研究連絡会編 2002)にすぎず，しカも，鹿

児島県，愛知県ともに最近の確認はなく，絶滅

が危↑具されている.Hashimoto & Hatusima (1991) 

の記載を読むと，花弁が開き， がくや側弁は長

さ約 4mmあり， 唇弁は長さ 5.2~ 7.5mmあり，

常緑広葉樹林内に生えるとし、う また，愛知県

自然史研究連絡会編 (2002)の 162ページに高

木典雄氏が採集された愛知県産のツクシサカネラ

ンの標本写真があるが，これを見ると唇弁は大き

く開いて長さ 6mmほどある.

タンザワサカネランはがくや花弁がほとんど開か

ないこと， がく片と側弁は長さ 2~ 3mm， 唇弁は

長さ 4mm未満と小さく，標高 1000m前後のモミ

林内に生えることなど， ツクシサカネランとは異な

りs 新種の可能性が高し、と考えている しかし，

花部の観察が不十分なので，来年，再度生植

物を観察し，結論を出したしせ考えている.

標本 丹沢三ッl峰 2006.71稲垣精秋 ・勝山輝男

KPM012633 1 ;尊仏の土平~塔ノ岳 1995.7.23森

川美也子 KPM-NA0103550 (ヒメノヤガラと同定さ

れていた);世附織戸峠 1999.6.26山本絢子ほか

KPM-NA01l6375 (サカネランと同定されていた)• 

文献

愛知県自然史研究連絡会編， 2002. 自然からの

SOSレッドデータフョックあいち ・植物編解説

242pp 愛知みどりの会，名古屋

Hashimoto， T. & S. Hatusima， 1991. A new Neotta 

(Orchidaceae) sp巴ciesfrom K戸lshu，Japan. 

Arul. Tsukuba. Bot. Gard.， 10: 4ト44
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神奈川県新産のオオアゼテンツキ
(勝山輝男 ・中山博子)

2006年 9月 23日に筆者の l人中山が藤沢市

大庭の遊水地で一見コアゼテンツキ Fimbristylis

aestl悶 lis(R巴包.)Vahlに似たカヤツリグサ科テンツ

キ属植物を見つけた 小穂から痩果を取り出し

てルーぺで見たところ， 痩果の肩に毛がないの

で，コアゼ、テンツキと思い込み， コアゼテンツキ

として標本を作製した.コアゼテンツキも神奈川

県内では記録が少ないので， 10月 10日に再び

現地に行き， テ、ジタルカメラでら全形， 小穂， 痩

果のアップ写真を撮影した

後日 ，撮影した画像を整理していたところ，

痩果の表面が平滑ではなく，格子状の紋が

あるので，コアゼテンツキではないことに気づ

いた そこで調べ直したところ，オオアゼテン

ツキ Fimbris砂lisbisumbellata (Forssk.) Bubani， 

Dodecanthea 30 (i 850); Scirpus bisumbellata 

Forssk.， FI. Egypt.-Arab. 1: 15 (1775); Fimbristylis 



liukiuensis Tuyama in J. Jpn. Bot 

11: 250 (1935)と判明した. オオ

アゼテンツキは外観はメアゼテン

ツキ F.ν'elataR.Br.やコアゼテン

ツキに似ているが， 痩果に格子

紋があるので， むしろテンツキ F

dichotoma (L.) Vah1に近縁と考え

られている.

オオアゼテンツキは地中海~ア

ジア~オーストラリアの熱帯 ・亜熱

帯に広く分布し， 日本では沖縄に

古くから知られ， Tuyama (1935) 

はF.liu/auensis Tuyamaを記載し，

リュウキュウテンツキの和名を与え

ている 1988年に千葉県印熔沼

と印熔沼に連なる利根川の河川

敷で採集され(谷城 1990，1991，

2003) ，本州の分布が明らかになっ

た 谷城 (I991)は印熔沼の産地

は以前にサンドポンプによる造成 ォオアゼテンツキ左.全箪，右上痩果，布下。小穂スケールは lmm.

または撹乱を受けた場所と報告し

ている. しかし，谷城 (1990，2003)は 1956年に

千葉県市原町で採集された標本が千葉中央|専に

残されていたことから， 千葉県のオオアゼテンツキ

は以前から土着していたものと判断している

藤沢市大庭のオオアゼテンツキは引地川|の低

地に作られた遊水地の中で， 比較的水はけの悪

い 10畳ほどの一角に密に生育していた 撹乱

を受けた場所に発生したもので， 人為的な移入

や水鳥に運ばれた可能性があるが， 印撫沼の

ケースとあわせて考えると，撹乱により埋土種子

が地上に現われ， 一斉に発芽した可能性も否定

できないー いずれにせよ， 人為的移入の確証は

ないので， 千葉県のものと同様に土着のものとし

て扱いたい.

標本 .藤沢市大庭 2006.9.23中山博子 KPM-

NA0125931. 

文献

Tuyama， T.， 1935. Notes on Japanese species of 

the g巴nusFimbristylis ( 1 )， J. Jpn. Bot.， II 

248-254. 

谷城勝弘， 1990.高等植物分布資料(133)，オ
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総会のお知らせ
(事務局)

2006年度の総会は県立生命の星 ・地球博物

館講義室で 4月 21日 (土)の午後 1Jl寺 30分

から開催します 万障お練り合わせの上，お集

まりください. なお， 運営委員会も同じ場所で

同日の午前 10時から開催します.

編集後記
毎年度， 事業計画や予算を考えるときには，

本誌を 3号発行することにしています 今年度

は計画どおり 3号を発行できましたが， この 5年

を振り返ってみると 2号と 3号の年度が交KIこ来

ています.来年度はこの法則を打破して 3号

をお届けしたいと思っています 積極的なご投

稿をお願いします




